











総合学術博物館 江 ロ 太 郎(内 線5778)
編集委員のお一人か ら 『低 温センターだ より』 の原稿執筆依頼 を受 けま した。総合学術博物館 は
本年度(2002年)4月 に発足 したばか りの組織で、現時点で はほ とん ど低温 センター とは直接 的関
係がないのですが、筆者 もかつては編集委員 を勤 めてお り、 さらには 日頃か ら学内の皆様への宣伝
不足 を痛感 していたこ ともあ り、気楽に読めるこの 「談話室」 に、博物館 の宣伝 も兼ねて原稿 を執
筆す ることにしま した。
総合学術博物館 は、文学研 究科、理学研 究科、薬学研究科か ら振替 え られた、教授2名 、助教授
3名 、助手1名 の専任教官 と文科系事務部の事務官1名 、事務補佐員2名 の計9名 か らなる小 さな
学内共同の教育研究支援:センターで、資料基礎研 究系、資料先端研究系、資料情報研究系 の3部 門
体制で発足 しました(http://www.museum.osaka-u.ac.jp参 照)。 「教育研究支援」 とい うサー ビス
業務 に関 しては、低温 センターと同 じ性格 を有す る組織である と考 えてお ります。
この阪大博物館設立 の主要 な目的は次 の2点 に集約で きます。
① 全学 に散在す る200万 点近 くに上 る学術標本のデータベ ース化 とそれ らの学術標本の恒久 的
な保存 をはか り、内外 の研 究者の多面的な活用 に対応す る とともに、新 たな学術価値 の探索 を
目的 とした共同研究班 を組織す る。
② 常設展示 と企 画展示 によ り、大阪大学の最新の研 究 ・教育の成果をわか りやす く紹介 し、学
内での教養教育ばか りでな く、学外 の人々を対象 とした生涯教育や初等 ・中等教育 に資す る。
まさに、文理融合 した、いわゆる 「温故知新」 と 「開かれた大学」 を目的 とした 「研 究 ・教育成
果広報機 関」 と言 える と思 います。 しか し、わずか6名 の専任教官 だけでこの ような大 目標 を達成
で きるはず はあ りませ ん。全学の皆様 のご協力が不可欠 にな ります。いろいろな部局 の34名 の先生
方 に博物館兼任教官 として、各部局 と博物館 との間の橋渡 しをお願い してお ります。博物館全体 の
紹介 は 『阪大Now』 に掲載 されてお りますので、興味のある方はお読みいただければ幸甚 です[ユ〕。
本稿 では、低温セ ンター と博物館 とのかかわ りに焦点 を当てて述べてい きたいと存 じます。
さて、阪大博物館 の最初の企画展示 として大阪歴史博物館 ・NHK大 阪放送会館1階 のア トリウ
ム を借 りて、10月!2日 か ら20日 までの9日 間、「設立記念展 一い ま阪大 で何 が一」を開催 しました。
大阪大学の精神的源流 である懐徳堂 ・適塾の紹介 に加 えて、全学か らの応募 による20チ ームの最近
の研究成果 を 「人間 ・地球 ・物質」の3テ ーマに分類 して一般の人にもわか るような形で紹介 しま
した。 また、記念講演会 として、(財国 際高等研究所所長の金森順次郎先生(前 総長)に 「懐徳堂 ・
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適塾 と大阪の教育研 究」 と題 した講演 を行 って頂 きました。会期 中の9日 間で高齢の方か ら小学生
まで約14,000名(主 催者発表)の 観覧者 があ り、寄せ られたア ンケー トには、「難 しそ うなテーマ
も熱心に説明 して もらったのでわか りやすかった し、大学の研 究 を身近に感 じた」 という声が多 く
あ りました。この ように好評の うちに終 えることがで きましたが、学内関係者 の来観 は意外 に少 な
く、関係者一同、学 内の皆様への宣伝不足 を反省 した次 第です。
研究紹介展示の中に、低温セ ンターとほんの少 し関係す る演示実験 を行 ったチームがあ りました。
液体窒素 を使用 したブースです。
理学研究科宇宙地球科学専攻 の




もっている阻石(コ ン ドライ ト)
を液体窒素 につ けて破砕 し、その
中 に含 まれ るFe、Mgな どの珪
酸塩 か らなる径0.1～ 数mmの 「コ
ン ドリュール」 と呼 ばれる球状物
質 を取 り出 し、観覧者に顕微鏡で
観察 して もらうもので した。 この コン ドリュールの内部構造 をX線CT-3次 元顕微鏡で詳 しく調
べ ると、原始太 陽系星雲 中で溶融 していたコン ドリュールは毎秒50-300回 転 とい う高速で回転 し
ていたことなどが わかるそ うです。
基礎工学研 究科化学系専攻 の大垣 ・菅原チームの
展示 タイ トルは 「燃 える氷!?一 メタンハ イ ドレー
ト」です。深海 に眠っているメタンハイ ドレー ト(メ
タンの包接水和物)を エネルギー資源 として活用す
る と同時に、大気中の地球温暖化 の原 因物質 とされ
るCO2を 深海 に送 り込み、メタンと置換 してハ イ ド
レー ト内に閉 じ込 めようとする一石二鳥の夢 の計画
についての展示 ブースで した。そ こでは、メタンハ
イ ドレー トの微結晶 をピンポ ン球 くらい に圧縮成型
した試料 を用いて燃焼実験が行 なわれま した。液体
窒素の入った保存容器 か ら取 り出 した、 まるで小 さ
な氷 のように見 えるメタンハ イ ドレー ト試料 に火が




かな接点 になるので しょうか。本格 的な関係 はおそ らく博物館独 自の建物がで きてか らになるで
しょう。
現在、キ ャンパス計画委員会および同豊中地区小委員会の 中に旧医療技術短期大学部跡地利用の
ワーキ ングが設置 され、医短跡地利用計画の策定作業が進 んでお ります。その中で、博物館の建設
は大方の コンセンサス を得てお ります。博物館 として も阪大博物館 の特色 を生か した建物 の青写真
づ くりに着手 してお ります。専任教官 の内3名 は理学研究科の化学専攻、1名 は薬学研究科の応用
医療薬科学専攻 を兼務 してお りますので、博物館 の標本資料分析室 を充実 させ、学内ばか りでな く
関西一円の博物館か らの共同利用 ・共 同研 究の要請に応 じられる ように したい と考えてお ります。
筆者 はこれまで固体NMR法 を用いた物性研究 を行 って きてお りますので[2ユ、博:物館 において もそ
れを生 か して、NMR法 に よる新規年代測定法の開発やNMRイ メージ ング法(NMR顕 微鏡)の 文
化財科学への応用 を目指 してお ります。NMRを は じめガス クロ ・液 クロ、質量分析計 な どを設置
す る資料分析室は廊下か ら観 覧者 も見学で きるような構造 を計画 してお ります。
この夢の資料分析室 は、低温セ ンター と大 いに関係する と考 えてお ります。豊 中キャンパスの中
で医短跡地は低温センター(豊 中分室)か ら最 も離れてお ります。医短跡地への液体窒素 の供給 は
どの ようにして行 うのか。屋外 に液体窒素 タンクの設置は可能なのか。超伝導磁石用 の液体ヘ リウ
ムの供給 は?ま た、ヘ リウムの回収管の設置は?い ろい ろと頭の痛い問題が山積 してお ります。夢
のプランが実現 に近付いた段 階で、低温 センターの知恵 を拝借 しなければならないで しょう。
なお、豊中キャンパスで一番古い建物(1928年)イ 号館 の一部 を改修 し、展示室(マ チカネワニ
化石の レプ リカ)、館 長室、教 官研究室、事務室 その他 を整備 して、11月1日 より業務 を開始 しま
した。(た だ し、筆者の研究室 は旧来通 り共通教育化学棟 内にあります。)さ らに、近 日中の常設展
示 の公 開を目指 して準備 を進めてお ります。
最後 に、"Drealncomestrue."と なるため には道の りは長い と覚悟 してお ります。『低温セ ンター
だ より』 の読者 の皆様 か らの博物館 に対 する応援 を切 にお願 い して本稿 を閉 じたい と存 じます。
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